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ジ ャ ン=ジ ャ ッ ク ・ル ソ ー 像 の 揺 ら ぎ を 求 め て

在外研究資料概観

阿 尾 安 泰

2000年6月 か ら2001年3月 にか けて文部 省在外 研究 に よ り,ジ ュネー ブ,

パ リで ジャン=ジ ャ ック ・ル ソーに関す る調査 を行 うことが できた。収集 した

資料 の綿 密 な分 析 は後 日に譲 るこ とに して,今 回 はそれ らを概 観す るに とど

あ,研 究 の今後 の可 能性 を考 えてみ た い。探索 を行 つた主 な場 所 は地 域 ごと

に,以 下 の ように分類で きるだ ろう。

 1  . Genève 

 a) Institut et Musée Voltaire 

 b) Université de Genève 

    b-1. Bibliothèque de la Faculté de Lettres de l'Université de 

        Genève 

    b-2. Bibliothèque Publique et Universitaire 

 c) Archives d'État

2. Paris 

 a) Bibliothèque Nationale de France 

 b) Bibliothèque de la Sorbonne 

 c) Bibliothèque Histoire de la Ville de Paris 

 d) Bibliothèque de l'Arsenal 

 e) Musée Jean—Jacques Rousseau

調査 の大 きな 目的 はル ソーの作品 『ダラ ンベール氏へ の手紙』 に関 す る資料

を集 あ るとと もに,ヨ ー ロッパ近代 化 のプ ロセスを考察 す る ことで あ つた1)。

ル ソーの この作品 に注 目 したの も,従 来 のル ソー像 に新 しい光 を与 えてみたい
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と思つたか らであり,安 定 しているかに思える見取 り図に揺 らぎを導入するこ

とを考えたからである。これまでフランス文学 ・思想 の枠の中に置かれて分

析,研 究 されてきた対象を別のコンテクス トで論 じる。そこで,ふ たつの方向

からのアプローチを想定 した。空間的展開と主題的展開である。

空間については,フ ランスという空間的限定を,パ リ,ジ ュネーブの2極 関

連構造に転換する。実際ルソーはパ リを主 たる活動の基盤 としたかに見える

が,絶 えず 自らの出自たるジュネーブを意識 しており,ふ たつの文化圏の対

立,葛 藤の中から,執 筆活動の力を引き出していつた。具体的には,『 ダラン

ベール氏への手紙』創作前後のジュネーブにおける資料を探索することで,フ

ランス側の文献 と比較研究するたあの準備を行 つた。スイス側のテキス トがフ

ランス中心的な研究方向に新たな光を与えてくれることを期待 したのである。

主題的展開についていえば,文 学,思 想 といつたそれぞれの分野の中に収め

られて各領域 ごとに論 じられてきたルソーの営為を,ジ ャンル横断的に考えて

いこうとする試みである。 『ダランベール氏への手紙」 においても,演 劇を論

じるという文学的なスタンスが,論 述の過程において共同体のあり方を問う政

治的な姿勢へと広がつていく。 問題領域を分断するのではな く,相 互に連関,

接合させてい くようなルソーの志向,そ うした観点を生む時代背景を考えた

い。 様々な領野の交錯,連 結から構成 される18世 紀のダイナ ミックな言語文

化空間を対象とする。具体的には,パ リにおける歴史資料の探索が,複 雑な時

代情勢を明らかに して くれるであろう。

1.ジ ュネーブの資料探求 空間的な拡大を求めて

 a) Institut et Musée Voltaire

Institut et Musée Voltaire 附設図書館の膨大な資料を前にして,図 書館

司書 との話 し合 い及 びア ドバイスを通 じてキー ワー ドによ るコ ンピューター検

索 を実行 して みることに した。特 に最近 の研究 資料 について は,デ ータベ ース

が充実 して いるので,有 効 な情報 に ヒッ トしやすい とい うわ けであ る。

これ まで ルソーをジュネーブとい う文化圏 の中で捉 えてみたい とい う意向を

持 つて きた。そ こで比 較項 を導 入 す る ことを考 え た。 ヴ ォルテ ール であ る。

ジュネーブを絶 えず念頭 に置 きなが ら,パ リで主 たる活動 を展 開 してい つたル
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ソー に対 し,フ ェル ネーを基盤 と して次第 にジュネーブに影響力 を及 ぼ してい

くフ ラ ンスの大 御 所 の動 きを追 つて み よ う と した ので あ る。 こ うして,ル

ソー,ヴ ォルテ ール,ジ ュネーブという3つ のキーワー ドが登場 した。 この関

係 を分析す る中で,さ らに1項 を追加す ることで,研 究領域 の拡大 がで きない

ものか と思 つて いた。

コンピューターによる探索 は,あ らたな要素 を示 した。 当時の ジュネー ブの

知識人社会 にお いて大 きな影響力 を もつ人物 と して,聖 職者 の ジャコブ ・ヴェ

ル ネの存 在 が浮 か び上 が つた のであ る.ガ ー ネ ッ トの研究 が その導 き とな つ

た2)。 この研究 は,ヴ ェルネの生涯 を追 うものであ つた。 その過程で ジュネー

ブの演 劇 を巡 る問題 が現 れ,ヴ ォル テール,ル ソー とい う大物 が介入 して く

る。 そう した動 きが,こ の2人 の偉人 に引 きず られ ることな く,ジ ュネーブと

いう都市 のコ ンテクス トとと もに分析,考 察 されて い く。 この研究書 によ り,

後 述 の デ ュ ・パ ンの書簡 集,ル ソー と ヴェル ネの往 復書簡 お よび

d'Etat

Archives

にお け る資料 の存 在 に気 づ くこ とがで きた。18世 紀 ジュネーブ社 会の

あり方を知る上でも,大 きな収穫を与えて くれたと言える。

 b) Université de Genève (http://www.unige.ch/)

最近のルソー研究の調査 と併行 して,18世 紀当時のジュネーブの歴史的,

社会的,政 治的状況を示す資料の探索を進めていつた。学部の図書館は開架式

であ るた めに, Correspondance littéraire などを自由に閲覧することがで き

た。 またル ソー と同時代人 であ るマルモ ンテルの全集 など も参考 にす る ことが

できた3)。

ただ重要な資料については,

taire)

B.P.U. (Bibliothèque Publique et Universi-

に多 くを頼 る ことにな つた。 ルソーの 『ダランベ ール氏への手紙」の反

論 と して書 かれ た ダ ラ ンベ ールの テキ ス トも見 る ことがで きる4)。 これ によ

り,ル ソー とダランベールの意識の差異が読み とれ る。他 に も重要 な歴史 的資

料 があ つて,当 時の ジュネーブ社会 にお ける問題 の所在 を教 えて くれ る5)。

B.P.U.を は じめ とす る図書館お よび前述 の Institut et Musée Voltaire な

どは相互にオ ンライ ンで文献の収蔵状況を伝達 しあつていて,研 究者 は効果的

に文献を探索することができる。さらに広い範囲でのフランス語圏スイスに

おける図書館の収蔵状況 もインターネットで検索が可能である (http :  //www.
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 unige.ch/biblio/etudiant/opac.html)

また,ル ソーに対抗 しなが らジュネーブへ の働 きか けを展開 したヴ ォルテー

ル につ いて も,ジ ュネーブ側 に興味深 い研究文献が ある。 ヴォルテールの活動

が ジュネーブの人 々か ら,所 属の階層 ごとに異 なつた目で見 られ ていたことが

わか る6)。

また当時 の ジュネー ブの状況 を,18世 紀 の刊本 によ り,具 体 的 に辿 ろう と

す るときは,図 書館3階 の参考閲覧室 にあ る18世 紀 ジュネー ブ文献 目録 が大

いに参考 になろ う7)。 ただ当時の状況 を より微細な形で見 るためには,同 じ階

の奥 にある手稿資料閲覧室 を訪 れ ることにな る。 そ この収蔵 資料 の中 にデュ ・

パ ンの書簡集が ある。 当時 の ジュネー ブ法曹界 で重要 な地位 を 占め るデ ュ ・パ

ンの書 くものには,こ の地域 の上層階級 の意見 が反映 されてい るとみ ることが

で きよ う。書簡集 は,以 下 の点 につ いて重要 な情報 を与 えて くれ る。

(1)18世 紀 のジュネーブの一般 的社会情勢

(2)18世 紀 の文学,思 想 の状況

(3)18世 紀 の政治状況

(4)演 劇 を巡 る問題の変遷

(5)ジ ュ ネー ブ聖職 者た ちの活動

(6)ヴ ォルテールの活動

(7)ル ソーの活動

この資料 によ り,ジ ュネー ブにお ける演劇問題の経緯や,「 ダラ ンベ ール氏へ

の手紙』 の背景 にある状況 について,貴 重 な示 唆が得 られ る。特 に研究の参考

になる部分は,資 料のMS 1539 (1755-1759 : 95 lettres, 3 annexes), MS

1540 (1759-1764 : 86 lettres), MS 1541 (1764-1765 : 50 lettres) であ る。 ま

たこの資料 を読 み解 く上 で,シ ャピュ ィザの研究 は優 れた導 き手 とな る8)。

ジュネーブの演劇問題 において,聖 職者 が大 きな役割 を果 た していた ことを

思 えば,前 述 の ヴェルネの重要性 も明 らか とな る。B.P.U.に お いては ヴェルネ

関連 の書 簡集 も収蔵 されて いる。 その中 には,ル ソーとの関係 において新 たな

地平を見せて くれるものが存在 し, Sentiment d'un citoyen を巡る事件が大 き

な論争点 となつたことがわかる。そうした係争を通 じて,ル ソーの著作の独自

性 と様々な解釈の衝突の問題を考えることができるだろう9)。
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 c) Archives d'État

デュ ・パ ンの資料 が,そ の重要性 に もかかわ らず,ジ ュネーブ上層階級 に属

す る彼 のイデオ ロギーの フィル ターを通 した ものであ る限 り,特 殊性を別の文

献 とつ きあわせ る ことで,独 自の傾 向を修正 す る必要 があ るだ ろう。別の視座

を提供す る もの として, Archives d'Etat に収蔵 されている文書が大いに参考

になる。 この施設は,ジ ュネーブ市庁舎近 くにあつて,旧 武器庫を資料収蔵の

ために改造 したものである。登録により,貴 重な古文書を館外閲覧は許されな

いものの,館 内において継続 して自由に研究することができる。

特に重要な資料 としては,

pagnie des pasteurs

Registres du Consistoire, Registres de la Com-

があって,ジ ュネーブの一般的社会情勢や演劇問題をめ

ぐる事態を,デ ュ ・パ ンの視点とは違 つた形で知ることができる。状況の中

で,い かな る政治的判 断がなされたか も具体的な形でみ ることがで きる。

デュ ・パ ンの書簡がジュネーブの進歩的,親 フランス的な立場を表 していると

すれば,こ の古文書資料集はむ しろ聖職者や施政者の姿勢を伝えて くれるも

のとなつている。そ うした複合性が ジュネーブという都市国家の特殊性を示

しているとも言 える。『ダランベール氏への手紙』関連の参照す る資料は具

体的 に は, Registres du Consistoire

R86(1755-1761),ま た

に つ い て い え ば,R85(1748-1755),

Registres de la Compagnie des pasteurs に関 して

は,R26,R27(1751-1756),R28(1757-1760)が 対 象 とな る。 当時の事件 の

記述 と合 わせて,そ れ に対 す る対応 が細 か く記載 されて いて,18世 紀 の ジュ

ネーブ社会 の状態 を知 る上 で,貴 重 な もの とな ってい る10)。

2.パ リの資料探 索 主題的拡大を目指 して

ジュネーブでの調査が,こ の都市における文化空間の多様性の解明を通 じ

て,ル ソーの作品を開いていこうとしたのに対 し,パ リでは,文 学,思 想とい

うジャンル的な制約を越えるようなルソー研究の可能性を目指 した。具体的な

方向としては,当 時の演劇 というジャンル規定を時代のコンテクストの中か ら

捉え,同 時に 「ダランベール氏への手紙』執筆の頃に生 じたダミヤンによる国

王暗殺未遂事件をその出来事がまきおこしたイメージとともに考えていこうと

したのであつた。
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ふたつの方向からルソーの活動の特殊性を浮かび上がらせようとした。ひと

つには,彼 が身を置いた時代の演劇論のコンテクストを確認 した上で,そ うし

た傾向とは一線を画そうとするこの思想家の態度を読みとることを考え,も う

一方では様々な問題が領域を越えて横断的に結びつきながら形成 してい くエピ

ステーメーとの関係からルソーの営みを測定することを目指した。演劇は決 し

て文学的な事象にとどまるものではなく,ま たダミヤン事件 も政治的,社 会的

な影響力だけなく,文 学,哲 学,芸 術的な次元の表象形成能力のレベルに大き

なインパク トを与えていることを確認 していきたい11)。

 a) Bibliothèque Nationale de France (http://www.bnf.fr/)

ルソーの時代の演劇というジャンルが持 つていた特殊性を判断するたあに,

当時の演劇の理論書およびその もとになつた17世 紀の著述をまず第一に参照

することにした。18世 紀に向かう演劇論の流れの中で,17世 紀の文献 として

は,や はり,演 劇に批判的な立場を取るボシュエ,そ して彼が対抗 しようとし

たカファロの名を挙げないわけにはいかないだろう12)。

ただ両者はその立場上,議 論の中心点を宗教的な基盤に求あて,演 劇に関す

る意見を述べている。そ うした傾向も18世 紀にな ると議論の重点が宗教的

な次元から新たな方向へと移 つてい く。演劇 というジャンルの特殊性,自 立

性を考えなが ら,観 点を美学的な展望へと開いていつたのが,デ ュ ・ボスで

ある13)。

こうして演劇問題がより世俗的な形で議論 されていくようになつていった.

作品 に密着 した形での議論,ま た演 じるという立場か らの論考 も現 れて く

る14)。同時に芝居を見 るという独特の体験 に基づいて,こ の芸術を観客 という

視点から論 じる者もいる15)。

基本的には進歩的な立場に属する人々の意識 は演劇擁護 に向か つていつた。

そうした中で,ル ソーが,時 代の流れに批判的な立場を表明 したことは,大 き

な波紋を巻 き起 こした。 もちろん,前 に述べたように,ダ ランベールもルソー

に対抗する意見を述べた。彼以外 にも,ル ソーへの批判を表明 した人 々がい

た。ただこうした意見は主 として,文 学的美学的な立場か らのものであり,ル

ソーのテクストが志向した,共 同体の存立の基盤をめぐる政治的なレベルにま

では,届 いていないように思われる16)。
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 b) Bibliothèque de la Sorbonne

ここでは,登 録 をすれば,館 外貸 し出 しが可能であ る。最近 のルソー研究書

および18世 紀 のテキ ス トの リプ リン ト版 およ び現代 の新訂 版 などを多 く揃え

てあるのが貴重 であ る17)。

ま た最近 では,各 大学 間をオ ンライ ンで結ぶ コンピューターによる検索が可

能 とな り,文 献 の調査 に も役立 つて いる。 もち ろんBN.F.に も容易 に アクセ

スできる。

ただそれに もま して,ダ ミヤ ン研究 で導 きの光が得 られた。最近 のダ ミヤ ン

研究 の中での大 きな成果 であ るレタ編集 の研究書が ここに収蔵 されて いたので

ある。 この研究書 は,多 くの研究者 たちを動 員 しなが ら,膨 大 な資料 の探索,

調 査 を もとに,多 くの新 しい見地 を示 して くれた。 さらにそ こに付 され た綿密

な参考文献,お よび資料 は,今 後 の研究 に対 す る,多 くの可能性 と詳細 な情報

を与 えて くれる18)。

 c) Bibliothèque Histoire de la Ville de Paris

ダ ミヤ ンの資料 の探索 において,こ の図書館 を はずすわ けに はいかな い。登

録 によ り,貴 重 な文献 を閲覧 する ことがで きる。

ダ ミヤ ン事件 にアプローチするに当た つては,最 近 の諸研 究を参照す るのが

わか りやす い道 となる。前述 の レタの他 に ヴァン ・クレ,シ ュヴァ リエの もの

が ここに収蔵 されている19)。

ダ ミヤ ン事件 の公的 な資料 としては,ル ・ブル トンの ものがあ る。細かな審

理 の様子,ダ ミヤ ンの生涯 の記録,そ して処刑 の詳細 が記載 された大部な もの

で ある20)。 また ダ ミヤ ン関係 の資料 は,後 述の Archives de Bastille にも含

まれて いるが,そ の原資料 の一部 を活字化 した もの として,ラ ヴェソンの労作

が ある。特 に注 目すべ きは,16巻 と17巻 で ある21)。

ダ ミヤ ン事件 の重要性 は,そ こか ら様 々なテキス ト群 を誘発 的に生 み出 され

て いったことか らもわか る。 たとえばダ ミヤ ンの手 によ つて傷ついた王を歌 つ

た詩 群の中で も,有 名 な2作 品が この図書館 に残 されて いる22)。謎 の多い この

事 件 は,そ の背後関係 を巡 つて,数 々の議論 を呼 び,い くつかの論述 が生 まれ

て いつた。 というの もこの企 てが,宗 教問題 に端 を発 した王権 と高等法院を巡

る権力闘争の時期 に起 こつたか らで ある。 ダ ミヤ ンの共犯 とい う問題 が浮上 し
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て く るのであ る。不安定 な状況下 で発生 した異常 な出来 事に人々 は,そ の解釈

を求 めて,様 々 な可能性 を模索 した23)。

ダ ミヤ ンその人の生涯 の中 に解決 の糸 口を見よ うとす る者 は,彼 の一代記 の

構成 に向か うで あろう。 そ して様 々な情報 は当時発達 しつつあ った国際的 なメ

デ ィアを通 じて,フ ラ ンス以外 の地 に も伝 わ つてい く。情報 の伝達の メカニズ

ムの伸展 もこの時代の大 きなテーマとなろ う。情報 が様 々なイ メージを喚起 し

なが ら,表 象 文化圏を構成 してい くのである24)。

 d) Bibliothèque de l'Arsenal

この図書館 はダルジャンソン侯の屋敷を図書館にしたもので,大 きくはない

ものの,落 ち着 いた趣を見せている。現在では,演 劇関係の資料を多 く収蔵 し

ているようであるが,も ちろんバスチーユ関連の原資料はここに保管されてい

る。 閲覧希望時に手稿資料研究の旨を告げると,専 用の席を確保 してくれる。

ただ し,箱 に入 った大部の手稿群は一度に一箱の閲覧が許 されるだけであり,

請求時に正確な蔵書整理番号を記載することが要求される。

ダミヤン関係の資料 については,す でに述べた研究書およびラヴエソンの資

料集などによると,こ こにはふたつ存在す ることがわか る。NO11979とNO

12498で ある25)。特 に前者は総数618枚 にも及ぶ書類がひとつの箱に収あられ

ている大部のものである。ただその膨大な数のわりには,ダ ミヤンその人およ

びその家族に関するものは多いとは言えない。それは逆に言えば,ダ ミヤ ン事

件の及ぼした影響 の大 きさを示 している。事件発生後,司 法および警察当局

は,大 規模な捜査を展開 した.犯 人ダミヤンの動機の解明と彼の背後関係およ

び共犯者の探索が,主 な目的であつたと思われる。そのたあに,あ らゆる情報

が,そ の微細 さにもかかわ らず,集 められ,そ こから容疑者を検挙する場合も

あつた。 この暗殺未遂事件により,社 会の揺 らいでいる部分がより鮮明な形で

浮かび上がってきたのである。犯行後の経過の中で,国 王への不敬罪の嫌疑が

かけられる者,ま た不安の中で流言飛語を流す者,ま た偽証により連行される

少年 といつた姿が現れる。そこに時代の揺れを感 じることができるだろう。

そうした資料以外にも,当 時の人々が事件をいかに受け止めて生 きていつた

かについては,各 種のGazetteに 窺 うことができる。 ここには当時の主な も

のが3種 ほ ど収蔵 されてい る。 Annonces, affiches et avis divers, Gazette
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 d'Hollande, Gazette d'Utrecht であ る。Annonces... について は,主 と して国

内のニュースを知 らせる色彩が強 く,パ リおよびフランス各地の反応を伝えて

くれる。特 に,国 王の健康回復後各地で催される祝賀式典の様子が紹介 され

る 。 Gazette  d'Hollande, Gazette d'Utrecht は ヨー ロッパのほぼ全体 に及 ぶ

情報網 を展開 し,各 国の ニュースを知 らせ る ものである.言 い換 えれば,ヨ ー

ロッパ的な コ ンテクス トで この事件 を見 ることができる26)。

 e) Musée Jean-Jacques Rousseau (Bibliothèque d'études rousseauistes)

パ リ郊 外 の ル ソー ゆ か りの地 ,モ ンモ ラ ン シー に

Rousseau

seauistes

がある。 その付属の研究施設として

Musée Jean—Jacques

Bibliothèque d'études rous-

が併設され,貴 重な資料を有 している。 ここには世界各国からのル

ソー研究 が集積 されてい る。 図書館 司書 との コ ンタク トによ り,よ り有効 に情

報 に アクセスで きるよ うにな つて いる。 またB.N.Fー 収 蔵 のル ソー関連 の資料

の一部 もマイ クロフィッシュで コピーされ,収 蔵 されて いる。

ここで は,『 ダ ランベ ール氏 へ の手 紙』関 連 の研究 論 文,お よ び最 近 の コ

ロックを中心 に調 べ るとともに,18世 紀 原資料 を探索す る こととした。 「ダラ

ンベール氏へ の手紙』関連 では,雑 誌論文 を中心 に調 べ ることに した27)。

ただ何 よ りも発見 であ つたのは,ベ テ ィシの本 であ つた。 ル ソーの演劇論 に

対す る反論 の書で ある。 ただその反論 の仕方 が文学 的な方 向 というよりも,当

時の感覚論的 な思想 を踏 まえた ものであ る点 が,他 の類書 に見 られな い興味深

い所 であ る。 こ うした観点 か らの反論 の書 を検討 す ることで,18世 紀 とい う

時代像が明確 になるとと もに,ル ソーの独 自性 が明 らかにな つてい くように思

われ る28)。

3.今 後 の展 開に向けて

以上資料について述べてみた。 もちろんそれをどう使 つていくのかは今後の

課題である。ただその方向の可能性をいくつか示唆 して,本 論を終えることに

したい。

(1)文 化空間における多層的な境界線 ジュネーブ,フ ランスという地理

的な境界線分けは事態を単純化する恐れがある。実際ジュネーブのインテ リ上
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層部はほぼフランスの貴族層 と同 じような文化的基盤に立脚 していたからであ

る。デュ ・パ ンのヴォルテールへの尊敬はその現れであろう。逆に聖職者層 は

そうした文化に批判的であつたと思われる。そしてその批判を通 じて,聖 職者

層の一部と上層部の支配に対抗する反政府グループとが結びつき,ジ ュネーブ

の中で階級闘争を行 うこともあった。この時代,固 定的な視点 は事態の複雑さ

を見落とす危険が大 きい。

またもちろんフランスにおいても,貴 族階級の視点が庶民たちのものとは重

なりあつていないことも事実である。そ うした観点の錯綜の状況の中で生 じた

大事件がダ ミヤン事件であり,そ れゆえに司法,警 察当局 も解決に全力を尽 く

したのであつた。逆に言えば,そ うした混沌の中で事件を円滑に処理 していく

ことで,破 局の乗 り越えの栄誉と秩序再構築の連帯の輪を作 り出そうとした節

がないわけでもないO王 の全快を祝 う祝典が数多 く各地で開催 されることの重

要性 もそこにあるかもしれない。

(2)文 化 という枠 文化空 間が コ ンテクス トを持 つて成立す る以上,そ の

文化的 な枠組 み とい うもの は決 して無限定 な ものではない。普遍 的 とされ る価

値観 に も限界 が現 れて くる.デ ュ ・パ ンのヴ ォルテールによせ る尊敬 も,彼 が

ある立場 を越 え ると消えてい くので ある。 この フランスのイ ンテ リが スイス的

なコ ンテ クス トに合 わない ことを し始 ある時,距 離 が生 じる.別 荘の管理 の仕

方 などな ら些細 な批判 ですむが,ヴ ォルテールが階級闘争 的な面 に介入 し始 め

るなかで,明 白な批判,中 傷を デュ ・パ ンは行 な つてい くことにな る。 フラ ン

ス文化 は文化面 に とどまる限 りにお いて,彼 ら上層 階級 の人 々の間で受 け入 れ

られるよ うであ る。

逆 に言 えば,文 化 が別の コ ンテクス トに移 されて使用 され る場合 もある。別

の枠組 みをはめ られ るのであ る。実際 ル ソーのテキ ス トは,演 劇論 とい うス タ

イルを越 え,そ こに含 まれて い く共同体論 な どのため もあ つて,政 治的 なコ ン

テクス トで読 まれてい く。 ジュネーブ内部 の身分 階級 闘争 の時 にあつて,庶 民

層 が依拠 するのはル ソーの テキス トで あ り,そ こに 自分 た ちの闘争 のための指

針 を読 み とろ うとしたのであ る。 これ は もちろんル ソー 自らが意識 したことで

はないが,ル ソーの思惑 を越えて テキス トが読 まれてい くプロセスを示 してい

るか もしれない。
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(3)表 象の力 あ らゆる事象は,そ のコンテクス トとともに,読 まれるべ

き対象となる。立ち現れた表象に向けて,人 々の解釈作業が作動する。ダ ミヤ

ン事件 も単なる国王暗殺未遂事件ではない。出来事 自体の重要性 もさることな

がら,こ の異常な事態が喚起 していく様々なイメージも重要であるし,ま たそ

れに付随 して起こる些細なエピソー ド群にも目を向けねばならない。なぜなら

ば,そ うした諸要素の集合 こそ,そ の事件が生起 した文化空間の状況を示す貴

重な指標だか らである。

7年 戦争でフランスと英国が対立 しあう状況,政 界ではポンパ ドゥール夫人

が少なか らぬ力を示す。そして宗教的問題に端を発 した高等法院と王権 との対

立 もフランスの大きな問題であつた。不安定な情勢の中で,イ エズス会の活動

もみられた。ダミヤンの事件が起 こるのは,そ うした混沌の中であつた。動乱

の中で人々は整合性を求めて,様 々なイメージ表象を作 り上 げようとして

いた.

ルソーとダミヤンが遭遇す るとしても,そ うした文化空間を前提にした上で

の話である。両者は決 して実際には出会 つていない。ただルソーが晩年の書簡

において妄想的なヴィジョンを語 る。そ して彼を取り巻 く 「陰謀」について弾

劾 しようとする。そうした彼の解釈創造過程の中で現れるのが,ダ ミヤンなの

である。事件直後ではなく,後 になつて突如現れて くるこの国王暗殺未遂者の

イメージをどう捉えるべきなのであろうか。精神病的なコンテクス トではな

く,当 時の表象 として生 きられたダミヤンという存在を追求 していく作業が,

今課せ られている。同時代人がこの事件か ら何を読みとろうとしたのかを踏ま

えた上で,ル ソーの抱 くヴィジョンの独自性が検証されるべきであろう。その

解読作業が残されている。
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